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内的な表象の存在を示唆している D 時間表象が感覚・知覚モダリティに内在する可能性を検討するために 4 つの実験
を行った。実験 l では， 5 名の被験者について，視覚的に呈示された時程と，聴覚的に呈示された時程の再生の精度
を比較することを目的とした。視覚的時程には CRT に 2 回呈示される光点，聴覚的時程には 2 回呈示されるビープ
音を用い， 2 回の呈示間隔を2300 ミリ秒から 5000 ミリ秒の間で変化させ，被験者に時程の再生を行なわせ，再生精度
のモダリティ比較を行なった。その結果，いずれの被験者においても，再生の精度はモダリティ間で異ならないこと
が示された。実験 2 では，実験 1 の時程呈示中に，視覚的・聴覚的な干渉を与え，それらが時程の再生の精度に及ぼ














音韻的処理と時間処理との密接な関係を示唆するものである o この実験 3 においては，測定法として産出法を用いた
が，時間評価は測定法に大きく依存する性質をもつことが指摘されている O そこで，実験 4 では再生法を用いて音韻
処理課題と視覚的処理題の時間評価に及ぼす干渉の効果を調べた。音韻処理課題は， ターゲットに示されるひらがな
と同じ母音をもっひらがなをひらがなの無意味文字列から検索する課題であり，視覚的処理課題は，円と 2 本の線分
















ルを提起し，実験的に検討した。実験 5 において被験者は， CRT に示される 3 つのウインドウ内でそれぞれ数字が
増加していく事態を観察させて，その事態が終了後にある事象(数字の増加)が生じたのが何秒くらい前であるかに
ついての評価を行わせた。その結果，時間評価が求められる事象を含む文脈内の変化の数に応じて心理的時間が変化
することが示され，モデルの予測に一致するものであった。しかし，この実験においては，複数の文脈が相互に同じ
種類のものであり，情報の中で干渉を生じさせ，それが時間評価に影響を及ぼしている可能性が指摘された。実験 6
ではこのような二次変数を排し，かっ，より日常的な場面に近い事態を設定して，モデルの妥当性を検討した。被験
者に各ページに計算課題が記載されている冊子を配布し，実験者の合図に従って，次のページの問題に進むという課
題を行わせた。この課題の終了後，半数の被験者には，ページをめくる時間間隔がどれくらいであったかを答えさせ，
残りの半数の被験者には一ページあたりどのくらい時間課題に取り組んでいたように感じるかの評価を求めた。ペー
ジをめくる合図の間隔を操作変数とした。ページをめくる作業に関する文脈の量は，合図の間隔によって変化しない
のに対し，作業そのものに関する文脈の量は合図の間隔によって変化するものと想定された白その結果，統計的には
有意傾向にとどまったが，一ページあたりの作業時間を評価した群の時間評価が，実際の時間の長さによって変化す
る一方，ページをめくる間隔を評価させる群においては，そのような効果が示されなかった。これはモデ、ルを支持す
る方向の結果である。この 2 つの実験は，言語報告法という信頼性の低い測定法を用いざるを得なかったが，そのこ
とが，結果の精度に現れたものと考えられる o
論文審査の結果の要旨
本論文は心理的時間に焦点を当て，練度の高い実験的手法によって自らの理論を検証しようとした一連の研究の集
大成である。
従来の心理的時間に関する諸研究は，心理的時間と他の諸変数との相互作用を特定しようとする試みが主であり，
心理的時間がとのような表象によって内的に表現されているかに注目したものは希少であった。本論文は後者の観点
を採用し心理的時間そのものに接近しようとした点で他の研究とは一線を画するものであるo この観点のもと，論
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文前半では，厳密にデザインされた 4 つの実験のデータを利用しつつ，心理的時間の表象には音韻処理システムが深
く関わっている可能性を論じた。これは，心理的時間の処理には特定の感覚器官が関与しないという一般的見解を半
ば、覆す，斬新な論となっている。後半では， 2 つの実験により，心理的時間の多重構造性を検証し，心理的時間その
ものにさらに深く迫る理論を展開している O
これらより，本論文は，発想の斬新さ，理論的展開の明断さ，厳密な実験による科学性の保証などの点で特に優れ
たものであり，博士(人間科学)の学位の授与に十分に値するものであると判定された。
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